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　平成31年度から、老朽化した導水管の更

新と耐震化の工事を実施しています。

　おいしい水を安定して供給するため、今後

も計画的に更新と耐震化を進めていきます。

導水管更新工事の様子（稲富地区）

網走市上水道ＵＲＬ http://www.city.abashiri.hokkaido.jp/280josuido/

　上記アドレスから上水道トップページを直接ご覧になれます。

　または、網走市のトップページから 目的から探すにある上水道トップを選択すると水道部
のページをご覧になれます。



　　　老朽化により更新が必要となった稲富地区と東藻琴西倉地区の導水管布設替工事を行うとと
　　もに、導水管防護計画に沿って中園地区の導水管溶接箇所の補強を行います。

　　　水道水の安定供給と漏水の多い管や老朽化した管を更新するために、15路線2,758ｍにわたり
　　配水管の布設及び布設替工事を行います。

　　　水道メーターは、計量法に定められた検定有効期間8年以内に更新しなければならないため、
　　新設と更新分を合わせた約2,500個のメーターを設置・更新します。

　　　二見ケ岡配水池及び天都山配水池の計装盤更新工事などを行います。

　今年度の予算における供給単価は1㎥当たり平均239円を予定し、1年間に供給する水の量は約349万㎥を
見込んでいます。水道料金を「100円」にたとえますと、今年度の使い道は下に示すグラフのとおりとなります。

水道料金１００円の使い道





「銀嶺水」について
　銀嶺とは雪が降り積もって銀色に輝く峰のことを意味します。

　藻琴山一帯に降り積もった白雪が解けて地下から湧出する泉。その源流である、頂上付近に

て湧出している湧水の呼称から、第１水源は「銀嶺水」と名付けられました。

　このほかに、金嶺水と名付けられた第 2水源（湧水）と第 3水源（深井戸）があります。

毎日の健康管理に手洗い・うがいをしましょう！
　「手洗い・うがい」は、かぜやインフルエンザのほかにも様々な感染症を予防するために効果的です。
　身体の健康を維持するためにも、手洗い・うがいを日ごろから習慣づけましょう。

毎年6月1日 ～ 6月7日は “水道週間” です！！
今年のスローガン 「飲み水を 未来につなごう ぼくたちで」

水道に関するお問い合わせ先

網走市の水源地

【水道料金センター】☎ 0152-45-1132
‣ 水道を新たに使用するとき
‣ 水道の使用を休・停止するとき
‣ 水道使用者が変更となったとき
‣ 水道料金の支払について
‣ メーターの検針や使用水量について

【上水道課上水道係】☎ 0152-44-6111
　　　　　　　　　  内線 215・216・329・413
‣ 施設（配水管など）の設計・施工について
‣ 水質や漏水事故等について
‣ メーターの点検、相談及び指導について
‣ 建物を新築・改造・撤去する際の水道に関する

　　届出について
‣ 給水装置（建物）の所有者変更について

【営業経営課庶務係】☎ 0152-44-6111 内線 221・396
　‣ 水道事業全般について
‣ 広報・広聴について

網走市南６条東３丁目 網走市役所
　　　　　　　　　　　西庁舎１階　水道部


